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1．緒言 

ヒトは体内で産出した熱を適度に周囲環境へ逃がすことに

より、熱的環境を快適に維持している(＝熱的快適性)。その

ため、身体からの産熱量は熱的快適性の向上を図る上で重要

な指標となる。現在、全身からの総産熱量に関しては解明さ

れているものの、部位毎の局所産熱量を実験により計測する

ことは困難であり、局所産熱量の推算方法が確立されていな

い。局所産熱量は運動時における骨格筋の局所代謝量、局所

仕事率の関係から推算することが可能であると考えられ、局

所仕事率を推定するために骨格筋の筋力を推定する必要があ

る。そこで本研究では、ヒト運動時の筋活動の電位を測定で

きる表面筋電計を用い、筋電位から筋活動の指標となる積分

値および整流化平均値を算出し、ヒト運動時における骨格筋

の筋力との関係を検討した。 

 

2．実験装置および方法 

本研究では、握力計を握る、開放する動作を行い、その際

の上腕部の筋活動電位を表面筋電計(P-EMG-plus, 追坂電子

機器)によりサンプリングレート 1000Hz で計測した。測定し

た上腕部の骨格筋は円回内筋および腕橈骨筋の 2 箇所とした。

表面筋電位の計測箇所を図 1 に示す１)。各動作は 1 秒毎に行

い、計 10 秒間とした。握力計の負荷は 5－25kg の範囲で変更

した。 

 

図 1 表面筋電位の計測位置 

 

得られた表面筋電位の測定値のうち、握力計を握る動作時

に対して、以下の式(1)および(2)を用いて積分値(RMS)およ

び整流化平均値(ARV)を算出する。 
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各握力計負荷に対して RMS および ARV を算出した。 

 

3．実験結果および考察 

握力計負荷と RMS の関係を図 2 に、ARV の関係を図 3 に

示す。図 2 および図 3 より、握力計負荷の増加に比例し、RMS

および ARV が増加した。実験結果から、握力計負荷の増加

が RMS および ARV の増加に寄与していると考えられる。ま

た、円回内筋と腕橈骨筋の RMS および ARV を比較すると、

RMS および ARV の値が腕橈骨筋において円回内筋より大き

な値を示しており、腕橈骨筋において、より大きな力を発揮

していると考えられる。 

今後、運動時の運動速度と、円回内筋および腕橈骨筋にお

ける RMS または ARV を用いて局所仕事率を推定する方法に

ついて検討する。 
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 図 2 握力計負荷と RMS の関係 
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 図 3 握力計負荷と ARV の関係 


